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The purpose of this study was to examine the effect of social skills of university students on 
their subjective well-being througb their satisfaction of friendship and social support. 1n this study， 
three hypothetical models were assumed. 1n hypothesis 1， students， who have higher social skills， are 
satisfied with the friendship， and their satisfaction mediates social skills and their subjective well-being. 
1n hypothesis 2， students， who have higher social skills， receive more social support from their friends 
and give more social support to their friends， and their social support mediates social skills and their 
subjective well-being. 1n hypothesis 3， students， who have higher social skills， are satisfied with the 
friendship， and their satisfaction promotes receiving and giving of social support， and then both their 
satisfaction and social support mediate social skills and their subjective well-being. From the results of 
statistical analysis， only hypothesis 1 was supported. 




















60 筑波大学心理学研究 第 52号
す積極的に対人関係を展開する(渡部， 1999)。ま






















































13常的に経験している か らである。 また， I王い:11
(2009) も?ソーシャルスキルが高ければ，ソー シャ




















2011)0 SWBとは 7 ポジティブとネガティブな!(i3;'li¥f
I:!'J反応， 人生計lii)i!.!誌の全体的な判断を含む，広い範
1I詳の司王j与えである (Diener， Eunkook， Richard， Lucas， 
& Heidi， 1999) 0 Diener (2000)によれば， SWBが
高い状態とは，人生満足感とポジテイブ感情が高


























かるjなどの項目を含む 「解読J(8 項 I~I ) ， i gl分
が不愉快な }~lv ~を させら れたときには2 はっ きり と
苦情を言う」などの頃iヨを含む「主張性J(7項目)， 
刊誌li奇をあまり百1にあ らわさないでいられる」など





法 (4.当てはまる (4点)， 3. 少し当てはまる(3 









i自 jl:ìjl~l;.谷口浮-.tlJl 充.大学生のソ シー"¥')レスキルが友人!関長満足とソー シヤ)vサポトーを謀介して主脚!Jウヱ)vピ{イングに及Ii'す影響
経路は，直接効果:と間接効果に分けて考える必要が
あるという指摘がある(大坊・塀毛.tl引1.安藤
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Figure 1.本研究の仮説モデル。





















度 9J頁 I~I を用いた。本尺j支は，慰め，励まし iiF~ 1JTI
















たQ 6 千刊件|十:i法1去~ (6. とても受けている ( 6点)， 5 
受けている(5点)， 4.少し受けている(4点)，3 
あまり受けていない(3点)， 2. 受けていない (2




b. ソー シャルサポー ト実行
ソーシャルサポートの英行をIHlう項目もわかりや
すい表現になるように各項目の一部を修正してnJい
t':Q J主体的には，各項目 の先頭に， rあなたはjと
いう表現と各項目の中に「友人」という表現を追加
した。間査協力者が大学の向性の友人にソーシャル
サポートを実行している とい うこと を認識しやすい
ようにした。 6件法 (6. とても笑行している喝(6
点)， 5 笑行している(5点)， 4- 少し実行して
いる (4点)，3 あまり 実行 していない(3点)， 2 
笑行 していない (2点)， 1 全く実行していない
( 1点))でIlI答させた。なお，ソーシャルサポート
の得点が高い程， プ大ミt学のI:i同古司苛引1'1性|
シヤ jルレササ-ポ一ト を笑?行子していること を元示ミす。
⑥主観的ウェルビーイング (SWB)の測定
a 人生満足感。J'f長・ヰIJ良・池田.)li市 (2003)の主観的ウェル















本尺 j支は各現 I~ によ って|田谷形式が呉なってお
り:項目に沿って 4件法でl回答させた。
b ポジテイフブ守.ネプガガf、テイフ1悲誌'1
支寺1附li崎|崎奇 . J岸半本 . 古賀 (α19的92幻)の多而的1感惑!情?予背:与牛引初j下刊刈1村状)犬C態尺j度
の]攻J主友:号i目の一苦剖部|日:をイ使史ωj月用q羽3した O 本尺j度支は P 主観的ウェル






つ2 計25項目を用いた。 また， 項目の選択は，大学
生が普段の生活で感じるであろう項 iヨを選んだ。
1舌動的快」の項目の中には， i活気のある上「元気
いっぱいのj などの項目がある 。 「ゴ 1=活動 I~IケI~U の





酒井智弘 ι谷[jir.一‘告j)1[ 充:大学生のソーシ1')レスキ jレが友人間極構足とソーシキ}~サボ{トを媒it して主製が:)，) ;l)vピーイング{こ1mす影響 63 
しいJ， IJ1tij史的なJなどの〕頁@がある。
回答は， 41~1ユ法( 4 はっきり感じている (4点)，
3. 少し感じている(3点)， 2. あまり感じてい





























最/j、イmr 最大11!': 平均イ症 SD 。: 項目数
!羽イ系Grll;合 8 32 18.66 5.57 89 8 
解説 10 31 21.37 3.85 .82 8 
主張性 8 28 17.63 4.06 .83 7 
!感情統ilj 4 15 8.95 2.73 .7 4 
IVlJ係維持 6 16 12.11 1.86 .62 4 
記号化 6 16 11.84 2.49 .72 4 
友人関係満足感 9 24 18.37 3.77 88 6 
ソーシャJレサポート受容 19 54 41.89 8.11 95 9 
ソーシャルサポート実名: 20 54 42.93 7.32 .94 9 
人生活1¥j):E.!ES 17 50 34.95 6.33 .87 13 
ポジティプ!苦情 10 40 25.99 6.04 88 10 
15 56 35.71 8.61 15 
Table 2 
各jミj交!日]のキ1均
の ② ① ① ① @ ① @ ①⑪ O ⑫ 
①関係Ji仙台 47本本 47本字 -.02 43等単 56 *本 45本字 .30本本 .37ホキ .61 *本 29字率 -.30ホネ
③j拝読 48存率 .17本 57存率 40キネ .41本事 .30字本 34本車 .47存率 .27存率 - .2キネ
①主張tl 一 .02 52本車 52 *キ .3] ネネ 23ネネ 29 *事 .52キ本 31車率 一 .27本*
④感情統制j 14 -.28ネネ -.02 一 .09 一17キ .09 .06 一.25*ネ
①関係維持 45 *本 .40本車 .28ネキ .43牛車 .4 *等 .20*本 一 .25挙本
⑥記号化 .47キネ 42本本 .51本* .49京本“4 本水 一 .3]キキ
①友人関係{[:IVi!.謀 7.1孝キ 6 場事 .5叫 .44本本 .3本*
①ソーシャルサポート受符 .76存政 13本*.37本本 一 .26本*
①ソー シヤ/レサポー ト尖1i 38キネ .30ネキ - .14 
⑬人生満足感 .53本本一司60'"本
⑪ポジティブ!~'II号 一 一.38キ本







とは有意なヰ13関を示した。「感情統制jは， f fiJ~~ F.売 J
「記号化Jfソーシャルサポート実行Jrネガティブ























ソーシャ jレスキル 7 ソーシャルサポート， SWB 
を潜在変数にすると適合j支が下がったため，ソー
1 3:樹立: I 
i ]Y，j係11始ト .19合






;(:'2 = 29.78， df= 29， nふ ，GFJ= .97， AGFJ= .93， 





























Figure 2 友人関係満足感およびソーシヤ jレサポートを媒介変数としたソーシャルスキルから SWB の I~I来モデル。































































































と，および‘ソーシヤ jレスキル 3 ソー シャルサポー ト
の受容と笑行について. I~I 己評定のみに頼っている
ことが挙げられる。
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